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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第20期

第３四半期
累計期間

第21期

第３四半期
累計期間

第20期

第３四半期
会計期間

第21期

第３四半期
会計期間

第20期

会計期間

自　平成21年

 ４月１日

至　平成21年

12月31日

自　平成22年

４月１日

至　平成22年

12月31日

自　平成21年

10月１日

至　平成21年

12月31日

自　平成22年

10月１日

至　平成22年

12月31日

自　平成21年

４月１日

至　平成22年

３月31日

売上高 （千円） 4,673,3884,910,8151,611,7541,677,9066,245,204

経常利益 （千円） 328,012448,880101,335166,624461,796

四半期(当期)純利益 （千円） 180,444223,758 51,015 85,061 233,461

持分法を適用した
場合の投資利益

（千円） ― ― ― ― ―

資本金 （千円） ― ― 138,500281,661138,500

発行済株式総数 （株） ― ― 421,200495,300421,200

純資産額 （千円） ― ― 1,263,4481,804,8581,319,319

総資産額 （千円） ― ― 3,811,1674,234,8453,498,671

１株当たり純資産額 （円） ― ― 2,999.643,644.553,132.29

１株当たり四半期
(当期)純利益

（円） 428.41 474.88 121.12 171.74 554.28

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

（円） ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 （円） ― ― ― ― 50.00

自己資本比率 （％） ― ― 33.2 42.6 37.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 199,756427,744 ― ― 245,091

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △158,052△225,088 ― ― △167,525

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 123,107253,150 ― ― △83,156

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円） ― ― 651,916937,321481,514

従業員数 （名） ― ― 188 192 188

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計(会計)期間等に係る主要な経営指標

等の推移については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 192　〔44〕

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

調剤薬局事業 1,059,045 ―

その他事業 49,782 ―

合計 1,108,828 ―

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

調剤薬局事業 1,566,699 ―

その他事業 111,207 ―

合計 1,677,906 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものでありま

す。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、政策効果などにより緩やかな回復基調となったものの、

厳しい雇用情勢、長引くデフレや株価の低迷に加え海外景気の下振れなどにより、依然として厳しい状況

で推移いたしました。

当社が属する調剤薬局業界におきましては、平成22年４月に薬価の引下げ（平均5.7％(後発医薬品の

ある先発医薬品の追加引下げ分を含んだ改定率は6.5％)）及び調剤報酬の引上げ（0.5％）が実施され、

引き続き厳しい環境下にあります。

こうした環境の中、当社は、第２四半期に続き平成22年４月の調剤報酬改定による後発医薬品調剤体制

加算の引上げや大型門前薬局の特例の見直しにより調剤基本料が増加したこと等から業績は好調に推移

いたしました。

この結果、当第３四半期会計期間の売上高は1,677,906千円と前年同四半期に比し66,152千円（4.1％

増）の増加となりました。売上総利益は285,838千円と前年同四半期に比し59,499千円（26.3％増）の増

加、経常利益は166,624千円と前年同四半期に比し65,289千円（64.4％増）の増加となり、四半期純利益

は85,061千円と前年同四半期に比し34,046千円（66.7％増）の増加となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

①調剤薬局事業

当第３四半期会計期間において新規開局はなかったものの、既存店舗の処方箋枚数が増加し好調に

推移したことから売上高は1,566,699千円となりました。

②その他事業

その他事業における売上高は堅調に推移し111,207千円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は2,212,583千円となり、前事業年度末残高

1,586,618千円に対し625,964千円増加しました。これは主として、株式上場時の公募による株式の発行

及びオーバーアロットメントによる売出しに伴う第三者割当による株式の発行等により現金及び預金

が455,806千円、売上が増加したことに伴い売掛金が62,767千円、薬価の引下げに備えた前事業年度末の

在庫圧縮の反動で商品が120,749千円増加したことによるものであります。

(固定資産)

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は2,022,262千円となり、前事業年度末残高

1,912,052千円に対し110,210千円増加しました。これは主として、（仮称）武雄店の出店に係る事業用

地の取得等による増加211,711千円と減価償却等による減少61,657千円との差引きにより有形固定資産

が150,054千円増加した一方で、のれんの償却によりのれんが47,961千円減少したことによるものであ

ります。
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(流動負債)

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は1,894,379千円となり、前事業年度末残高

1,503,778千円に対し390,601千円増加しました。これは主として、（流動資産）の商品の増加要因と同

様の理由で、医薬品の購入量が増加したため買掛金が263,157千円、短期借入金が146,744千円増加した

ことによるものであります。

(固定負債)

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は535,607千円となり、前事業年度末残高675,572千

円に対し139,965千円減少しました。これは主として、返済により長期借入金が134,241千円減少したこ

とによるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は1,804,858千円となり、前事業年度末残高1,319,319

千円に対し485,538千円増加しました。これは主として、株式上場時の公募による株式の発行及びオー

バーアロットメントによる売出しに伴う第三者割当による株式の発行により資本金及び資本準備金の

増加286,322千円、利益剰余金の増加202,698千円によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期累計期

間末に比べ10,709千円増加し937,321千円となりました。

各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、96,254千円（前年同四半期比319.5％の増加）となりました。これは

主として、税引前四半期純利益が164,985千円、減価償却費が21,197千円、のれん償却額が15,987千円、仕

入債務の増加が152,110千円あった一方で、法人税等の支払額が122,662千円、売上債権の増加が38,385千

円、たな卸資産の増加が92,003千円あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、192,759千円（前年同四半期比418.5％の増加）となりました。これは

主として、有形固定資産の取得による支出が177,985千円、投資有価証券の取得による支出が10,049千円

あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、107,213千円（前年同四半期比30.0％の減少）となりました。これは

主として、短期借入金が155,000千円増加した一方で、長期借入金の返済による支出が42,205千円あった

ことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末までに計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な設備計画の完了はありません。なお、重要な設備の新設について重要な変更があった

ものは次のとおりであります。

また、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

　 　 　 　 　 (単位：千円)

事業所名

(所在地)

セグメントの

名称
設備の内容

投資予定額 資金調達

方法
着手年月

完了予定

年月総額 既支払額

(仮称)武雄店 (注)１

(佐賀県武雄市)
調剤薬局事業 店舗の新設 280,000170,000

借入金及び

増資資金

平成23年

１月

平成23年

６月

(仮称)曽根店 (注)２

(北九州市小倉南区)
調剤薬局事業 店舗の新設 130,0006,105自己資金

平成22年

８月

平成23年

５月

(注) １　投資計画の変更により投資予定額を160,000千円から280,000千円に増額し、完了予定年月を平成23年４月か

ら平成23年６月に変更いたしました。

２　投資計画の変更により投資予定額を200,000千円から130,000千円に減額いたしました。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,200,000

計 3,200,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 495,300 495,300

大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)
福岡証券取引所

（注）

計 495,300 495,300 ― ―

(注)　単元株式数は100株であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 
(千円)

資本金残高
 
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 495,300 ― 281,661 ― 184,661

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在
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区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 495,200 4,952
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 100 ― ―

発行済株式総数 　 495,300 ― ―

総株主の議決権 ― 4,952 ―

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

なお、直前の基準日以降において単元未満株式の買取請求により、79株の自己株式を取得しており

ます。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高(円) ― ― 4,3804,3003,5003,1803,1603,3003,950

最低(円) ― ― 3,8003,2302,7752,9102,8702,9303,010

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであり、平成22年10月

12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

なお、当社株式は、平成22年６月24日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場、平成22年６月25日付で福岡証券取引

所に上場しておりますので、それ以前の株価については該当事項はありません。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四

半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年４月

１日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日

から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）

に係る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び

当第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

なお、前第３四半期会計期間及び前第３四半期累計期間に係る四半期レビュー報告書は、平成22年５月21

日提出の有価証券届出書に添付されたものによっております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 978,321 522,514

売掛金 905,034 842,267

商品 278,862 158,113

その他 51,271 64,566

貸倒引当金 △907 △843

流動資産合計 2,212,583 1,586,618

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 539,323 556,367

土地 633,509 463,509

その他（純額） 136,397 139,299

有形固定資産合計 ※１
 1,309,230

※１
 1,159,176

無形固定資産

のれん 143,885 191,847

その他 48,190 57,596

無形固定資産合計 192,076 249,444

投資その他の資産

投資有価証券 140,284 136,855

投資不動産（純額） ※２
 141,187

※２
 142,719

その他 242,082 226,289

貸倒引当金 △2,599 △2,433

投資その他の資産合計 520,955 503,431

固定資産合計 2,022,262 1,912,052

資産合計 4,234,845 3,498,671
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,122,376 859,219

短期借入金 498,328 351,584

未払法人税等 93,000 109,400

賞与引当金 37,770 72,101

その他の引当金 5,250 6,000

その他 137,654 105,473

流動負債合計 1,894,379 1,503,778

固定負債

長期借入金 358,004 492,245

退職給付引当金 57,167 54,757

役員退職慰労引当金 64,556 59,797

その他 55,879 68,773

固定負債合計 535,607 675,572

負債合計 2,429,987 2,179,351

純資産の部

株主資本

資本金 281,661 138,500

資本剰余金 184,661 41,500

利益剰余金 1,331,261 1,128,562

自己株式 △288 －

株主資本合計 1,797,295 1,308,562

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,563 10,757

評価・換算差額等合計 7,563 10,757

純資産合計 1,804,858 1,319,319

負債純資産合計 4,234,845 3,498,671
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 4,673,388 4,910,815

売上原価 3,987,459 4,084,931

売上総利益 685,929 825,884

販売費及び一般管理費 ※
 361,437

※
 366,703

営業利益 324,492 459,180

営業外収益

受取利息 745 678

受取配当金 323 995

受取賃貸料 9,653 9,068

受取保険金 2,329 86

その他 1,483 4,450

営業外収益合計 14,534 15,279

営業外費用

支払利息 7,048 5,534

株式交付費 － 8,565

株式公開費用 － 9,287

投資不動産管理費用 2,915 2,104

貸倒引当金繰入額 1,050 －

その他 － 87

営業外費用合計 11,013 25,579

経常利益 328,012 448,880

特別利益

固定資産売却益 － 327

満期保険返戻金 17,486 －

特別利益合計 17,486 327

特別損失

固定資産除売却損 472 256

投資有価証券評価損 － 1,259

ゴルフ会員権評価損 1,275 4,666

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 915

特別損失合計 1,747 7,097

税引前四半期純利益 343,751 442,110

法人税、住民税及び事業税 145,392 210,926

法人税等調整額 17,915 7,426

法人税等合計 163,307 218,352

四半期純利益 180,444 223,758
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 1,611,754 1,677,906

売上原価 1,385,415 1,392,067

売上総利益 226,339 285,838

販売費及び一般管理費 ※
 126,010

※
 120,797

営業利益 100,329 165,040

営業外収益

受取利息 372 318

受取配当金 130 130

受取賃貸料 3,217 3,022

受取保険金 108 0

その他 445 507

営業外収益合計 4,274 3,979

営業外費用

支払利息 2,307 1,661

投資不動産管理費用 960 701

その他 － 32

営業外費用合計 3,268 2,395

経常利益 101,335 166,624

特別利益

ゴルフ会員権評価損戻入益 25 －

特別利益合計 25 －

特別損失

固定資産除売却損 447 21

投資有価証券評価損 － 1,259

ゴルフ会員権評価損 － 359

特別損失合計 447 1,639

税引前四半期純利益 100,912 164,985

法人税、住民税及び事業税 29,234 60,960

法人税等調整額 20,663 18,963

法人税等合計 49,897 79,923

四半期純利益 51,015 85,061
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 343,751 442,110

減価償却費 53,207 61,374

のれん償却額 47,961 47,961

貸倒引当金の増減額（△は減少） 842 230

賞与引当金の増減額（△は減少） △35,706 △34,331

その他の引当金の増減額（△は減少） △1,500 △750

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,616 2,409

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,377 4,759

受取利息及び受取配当金 △1,068 △1,673

支払利息 7,048 5,534

満期保険返戻金 △17,486 －

株式交付費 － 8,565

固定資産除売却損益（△は益） 472 △70

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,259

ゴルフ会員権評価損 1,275 4,666

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 915

売上債権の増減額（△は増加） △71,192 △62,767

たな卸資産の増減額（△は増加） △118,969 △120,749

仕入債務の増減額（△は減少） 249,291 263,157

その他 62,770 37,027

小計 527,692 659,629

利息及び配当金の受取額 1,068 1,673

利息の支払額 △6,915 △5,443

法人税等の支払額 △322,089 △228,115

営業活動によるキャッシュ・フロー 199,756 427,744

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △20,020 △10,049

有形固定資産の取得による支出 △160,035 △202,163

有形固定資産の売却による収入 － 2,841

その他 22,003 △15,716

投資活動によるキャッシュ・フロー △158,052 △225,088

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 210,000 159,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △153,846 △146,497

リース債務の返済による支出 △11,986 △15,761

株式の発行による収入 － 277,756

自己株式の取得による支出 － △288

配当金の支払額 △21,060 △21,060

財務活動によるキャッシュ・フロー 123,107 253,150

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 164,811 455,806

現金及び現金同等物の期首残高 487,105 481,514

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 651,916

※
 937,321
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

　
当第３四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間から、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成

20年３月31日）を適用しております。

この変更による損益に与える影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】
　

　
当第３四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

棚卸資産の評価方法 第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略し、第２四半期会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方

法により算定する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)
　

当第３四半期会計期間末

(平成22年12月31日)

前事業年度末

(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 561,256千円

※２　投資不動産の減価償却累計額 11,913千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額 517,127千円

※２　投資不動産の減価償却累計額 10,381千円

　
(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間
　

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

以下のとおりであります。
 

貸倒引当金繰入額 622千円

役員報酬 53,944〃

給料及び手当 70,242〃

賞与及び手当 7,050〃

賞与引当金繰入額 4,125〃

その他の引当金繰入額 4,500〃

退職給付費用 1,710〃

役員退職慰労引当金繰入額 4,377〃

減価償却費 17,415〃

のれん償却額 47,961〃

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

以下のとおりであります。
 

貸倒引当金繰入額 876千円

役員報酬 57,946〃

給料及び手当 65,799〃

賞与及び手当 9,046〃

賞与引当金繰入額 4,520〃

その他の引当金繰入額 5,250〃

退職給付費用 2,185〃

役員退職慰労引当金繰入額 4,759〃

減価償却費 20,303〃

のれん償却額 47,961〃

　

第３四半期会計期間
　

前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

以下のとおりであります。
 

貸倒引当金繰入額 180千円

役員報酬 18,148〃

給料及び手当 23,738〃

賞与及び手当 65〃

賞与引当金繰入額 4,125〃

その他の引当金繰入額 1,500〃

退職給付費用 530〃

役員退職慰労引当金繰入額 1,473〃

減価償却費 5,955〃

のれん償却額 15,987〃

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

以下のとおりであります。
 

貸倒引当金繰入額 198千円

役員報酬 19,899〃

給料及び手当 21,029〃

賞与引当金繰入額 4,520〃

その他の引当金繰入額 1,750〃

退職給付費用 557〃

役員退職慰労引当金繰入額 1,618〃

減価償却費 7,060〃

のれん償却額 15,987〃
 

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 692,916千円

預入期間が３か月超の定期預金 △41,000 〃

現金及び現金同等物 651,916千円

現金及び預金 978,321千円

預入期間が３か月超の定期預金 △41,000 〃

現金及び現金同等物 937,321千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平

成22年12月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式 495,300株

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式 79株

　
３　新株予約権の四半期会計期間末残高等

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 21,060 50平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　
(2)　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、株式会社大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場（現　株式会社大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタ

ンダード)）及び証券会員制法人福岡証券取引所への株式上場にあたり、公募による株式の発行を行い、

平成22年６月23日に払込が完了いたしました。

また、株式上場に関連してオーバーアロットメントによる売出しに伴う第三者割当による株式の発行

を行い、平成22年７月27日に払込が完了いたしました。

この結果、当第３四半期累計期間において、資本金が143,161千円、資本準備金が143,161千円増加し、

当第３四半期会計期間末における資本金が281,661千円、資本剰余金が184,661千円となっております。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期会計期間から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。

　
当社は、報告セグメントが調剤薬局事業一つであるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
　

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 3,644.55円１株当たり純資産額 3,132.29円

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期累計期間
　

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益 428.41円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につ
いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益 474.88円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につ
いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。

(注)　算定上の基礎

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益（千円） 180,444 223,758

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 180,444 223,758

普通株式の期中平均株式数（株） 421,200 471,191

　

第３四半期会計期間
　

前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益 121.12円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につ
いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益 171.74円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につ
いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。

(注)　算定上の基礎

項目
前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益（千円） 51,015 85,061

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 51,015 85,061

普通株式の期中平均株式数（株） 421,200 495,297
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年５月21日

株式会社　トータル・メディカルサービス

取　 締　 役　 会　 　　御　 中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士   小　 渕　 輝　 生　　　　印

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士   内　 藤　 真　 一　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トータル・メディカルサービスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第20期事業年度の第３

四半期会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年４月１日

から平成21年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半

期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者に

あり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トータル・メディカルサービスの平成21年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並び

に第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券

届出書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月７日

株式会社　トータル・メディカルサービス

取　 締　 役　 会　 　　御　 中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士   小　 渕　 輝　 生　　　　印

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士   内　 藤　 真　 一　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トータル・メディカルサービスの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第21期事業年度の第３

四半期会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半

期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者に

あり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トータル・メディカルサービスの平成22年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並び

に第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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